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６
月
16
日
（
土
）
13
時
よ
り
、

都
庁
職
大
会
議
室
に
お
い
て
、

12

年
度
経
済
支
部
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井
賃
金
調
査
部
長
の
司
会

で
開
会
し
、
竹
内
代
議
員
（
商

工
分
会
）
と
高
橋
代
議
員
（
森

林
事
務
所
分
会
）
を
議
長
に
選

出
し
ま
し
た
。

大
会
役
員
の
任
命
後
、
関
根

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
（
２
面
に

掲
載
）
、
来
賓
を
代
表
し
て
３

名
の
方
か
ら
の
あ
い
さ
つ
・
紹

介
、
顧
問
の
紹
介
に
続
い
て
、

尾
崎
代
議
員
（
計
量
分
会
）
か

ら
資
格
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、

大
会
代
議
員
の
２
分
の
１
以
上

の
出
席
が
あ
り
、
大
会
が
有
効

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
の
部
で
は
、
平
井
組
織

部
長
か
ら
11

年
度
一
般
経
過
、

原
島
会
計
か
ら
11

年
度
会
計
決

算
、
床
枝
会
計
監
事
か
ら
11

年

度
会
計
監
査
、
関
根
支
部
長
か

ら
11

年
度
組
織
財
政
検
討
委
員

会
（
以
下
、
「
組
財
（
そ
ざ
い
）
」

と
略
し
ま
す
。
）
の
各
報
告
を

一
括
し
て
提
案
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
後
、
議
事
の
部
に
入
り
、

大
谷
副
支
部
長
か
ら
第
１
号
議

案
「
12
年
度
運
動
方
針
（
案
）
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
１
名
の

代
議
員
か
ら
要
望
を
含
め
た
支

部
提
案
を
補
強
す
る
発
言
が
あ

り
、
執
行
部
答
弁
、
さ
ら
に
組

財
の
委
員
か
ら
の
補
足
意
見
の

後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
い
ず
れ
も
２
面
に
掲
載
）

関
根
支
部
長
か
ら
第
２
号
議

案
「
支
部
規
約
・
選
挙
規
定
、

犠
牲
者
救
援
資
金
お
よ
び
犠
牲

者
救
援
規
定
改
正
（
案
）
」
、

及
び
第
３
号
議
案
「
地
震
災
害

等
積
立
金
へ
の
拠
出
（
貸
付
）

に
つ
い
て
」
、
原
島
会
計
か
ら

は
第
４
号
議
案
「
12

年
度
一
般

会

計

及

び

各

特

別

会

計

予

算

（
案
）
」
の
提
案
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
支
部
選
挙
運
営
委
員
長

か
ら
選
挙
運
営
委
員
会
報
告
、

ま
た
、
関
根
支
部
長
か
ら
12

年

度
支
部
執
行
委
員
の
補
充
に
つ

い
て
の
提
案
が
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

新
執
行
部
は
、
下
段
に
掲
載

の
と
お
り
で
す
。

次
い
で
、
櫻
井
賃
金
調
査
部

長
か
ら
大
会
ア
ピ
ー
ル
（
案
）

が
、
菅
原
現
業
部
長
か
ら
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
提
案
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
、
大
会
役

員
の
解
任
、
議
長
団
の
退
任
と

な
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
メ
ー
デ
ー
プ
ラ

カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
の

後
、
退
任
す
る
執
行
部
等
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
以
上

継
続
し
て
役
員
等
に
就
任
し
、

今
回
退
任
し
た
４
名
（
藤
崎
会

計
監
事
、
菅
原
現
業
部
長
、
荒

木
中
高
年
部
長
、
大
谷
（
久
）
）

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
代
表
し
て
13

年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
支
部
現
業
部

長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
菅
原
現

業
部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り

（
左
側
写
真
）
、
支
部
組
合
員
・

執
行
部
に
対
す
る
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
役
員
・
新
執
行

委
員
の
紹
介
（
上
段
写
真
）
を

行
い
、
櫻
井
新
書
記
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
関
根
支
部
長
の
音

頭
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

参
加
者
全
員
で
唱
和
し
、
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

皆様からのご意見や情報

をお待ちしております。

keizaisibu@aurora.ocn.ne.jp

12
年
度
経
済
支
部
定
期
大
会
を
開
催

新
執
行
部

大
会
で
承
認
さ
れ
た
新
執
行
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は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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範
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司
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岡
澤
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史
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【
支
部
長
あ
い
さ
つ
】

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
東
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。
被
害
状
況
は
深
刻
で
、

１
年
３
ヶ
月
を
経
過
し
た
今
日
に
お
い

て
も
、
復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
震
災
で
仕
事
を
失
っ

た
人
々
に
対
し
て
は
、
失
業
補
償
も
打

ち
切
ら
れ
、
日
々
の
生
活
に
も
困
窮
す

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
を
あ
げ
た
復
旧
・
復
興
が
求
め
ら
れ

て
い
る
最
中
に
、
震
災
に
便
乗
し
て
、

多
く
の
大
企
業
が
人
員
削
減
を
行
う
と

と
も
に
、
復
興
特
区
構
想
の
よ
う
に
、

被
災
地
の
復
興
を
新
た
な
利
益
の
追
求

の
場
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
活
発
化

し
て
い
ま
す
。
大
企
業
の
利
益
中
心
で

は
な
く
、
地
域
住
民
の
希
望
に
応
え
る

復
旧
・
復
興
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
は
、
今
日

に
お
い
て
も
発
生
原
因
が
特
定
で
き
て

お
ら
ず
、
収
拾
の
見
込
み
も
立
っ
て
い

ま
せ
ん
。
福
島
原
発
事
故
で
は
、
原
子

力
が
一
度
人
の
制
御
を
超
え
て
し
ま
え

ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
極
め
て
危
険
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
国
内
の
原
発
は
す
べ
て

停
止
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

国
や
財
界
、
関
西
電
力
は
大
飯
原
発
の

再
稼
働
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原

発
再
稼
働
を
め
ぐ
っ
て
は
、
原
発
交
付

金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
治
体
や

地
域
住
民
の
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
原
発
ノ
ー
の
取
り
組
み
と

し
て
、
原
発
の
危
険
性
を
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
原
発
に
依
存
し
な
い
地
域
経

済
の
構
築
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

大
震
災
の
「
復
旧
財
源
」
を
名
目
と

し
て
、
今
年
４
月
か
ら
国
家
公
務
員
の

賃
金
の
７
・
８
％
削
減
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
法
で
は
「
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
自
主
的
か
つ
適
切
に
対
応
」

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方

公
務
員
へ
の
波
及
も
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
、

人
事
院
が
、
国
家
公
務
員
の
退
職
給
付

が
民
間
よ
り
約
４
０
０
万
円
高
い
と
す

る
「
民
間
の
企
業
年
金
及
び
退
職
金
の

調
査
結
果
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
都
側

か
ら
は
、
「
単
に
国
の
水
準
見
直
し
に

追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
在
職
期
間
中

の
職
責
反
映
」
な
ど
退
職
手
当
の
構
造

改
革
も
含
め
た
制
度
全
般
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
、
と
の
考
え
方
が
都
労
連

と
の
小
委
員
会
交
渉
で
示
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
の
確
定
闘
争
は
、
賃
金
・
退
職

給
付
・
高
齢
期
雇
用
制
度
・
成
績
率
拡

大
等
の
都
側
提
案
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
・
人
生
設
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
組
合
員

の
総
力
を
結
集
し
た
闘
い
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
部
の
課
題
と
し
て
は
、
賃
金
闘
争

だ
け
で
な
く
、
予
算
・
人
員
闘
争
、
働

き
や
す
い
労
働
環
境
の
整
備
も
重
要
な

課
題
で
す
。
今
年
度
は
、
特
に
職
場
要

求
闘
争
、
超
勤
縮
減
の
取
り
組
み
と
労

働
安
全
衛
生
活
動
に
重
点
を
置
い
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

労
働
組
合
の
基
本
は
、
一
致
し
た
要

求
に
基
づ
く
団
結
と
行
動
の
統
一
に
あ

り
ま
す
。
一
人
一
人
の
要
求
を
く
み
上

げ
、
労
働
組
合
と
し
て
要
求
に
練
り
上

げ
闘
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
各
分
会
と
連
携
し
て
職
場
要
求
闘

争
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

懸
案
で
あ
っ
た
超
勤
パ
ン
フ
を
早
急

に
作
成
し
、
職
場
の
超
勤
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
不
払
い
残
業
の

根
絶
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、

必
要
な
人
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
安
全
衛
生
委
員
会
は
労
使
対

等
の
立
場
で
職
場
の
課
題
を
検
討
す
る

重
要
な
組
織
で
あ
り
、
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
分
会
と
連
携
し
て
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
、
闘
い
を
進
め
て
い
く
た

め
に
も
、
労
働
組
合
の
組
織
拡
大
・
強

化
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
、
組
合
員
の
組
織
率
の
低
下
が
、
労

働
組
合
の
交
渉
力
と
と
も
に
財
政
面
で

も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
は
、
昨
年
の
大
会
を
受
け
て
支

部
組
織
財
政
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
検
討
委
員

会
で
は
、
支
部
財
政
及
び
組
織
状
況
を

勘
案
し
、
支
部
組
合
費
の
見
直
し
は
見

送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
支
部
・
分

会
・
組
合
員
の
意
思
統
一
を
図
る
取
り

組
み
と
青
年
層
へ
の
働
き
か
け
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ

の
検
討
結
果
を
受
け
て
、
各
分
会
と
連

携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
支
部
定
期
大
会
代
議
員
発
言
】

関
本
代
議
員
（
農
林
水
産
分
会
）

組
財
の
開
催
に
よ
り
、
支
部
の
財
政

状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大

変
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
組
織
化
が
重
要
な
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
分
会
で
も
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

大
会
日
程
に
つ
い
て
、
分
会
で
も
な

ぜ
土
曜
開
催
な
の
か
と
い
う
声
が
聞
か

れ
た
。
日
程
調
整
が
厳
し
い
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
内
容
を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

に
工
夫
す
る
、
あ
る
い
は
金
曜
夕
方
の

開
催
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
本
部
（
上
部
団
体
）
財
政
が

厳
し
い
と
い
う
の
は
認
識
し
て
い
る
が
、

そ
の
縮
減
に
つ
い
て
は
、
支
部
か
ら
も

本
部
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

（
執
行
部
答
弁
）

組
財
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
く
。

大
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
部
費
の
縮
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
大
会
・
委
員
会
等
の
機
会

を
通
じ
て
本
部
に
要
請
し
て
い
く
。

【
補
足
意
見
】

床
枝
組
財
委
員
（
水
産
試
験
場
分
会
）

組
財
の
委
員
と
し
て
関
わ
っ
た
立
場

で
発
言
し
た
い
と
思
う
。

分
会
の
組
織
率
は
97
％
で
あ
る
が
、

近
年
の
職
員
は
労
組
に
加
入
し
な
い
つ

も
り
で
入
都
し
て
く
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
つ
も
り
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
分
会
長
と
し
て
も
１
０
０
％

の
加
入
率
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

大
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ

か
ら
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
平
日
で

は
対
応
で
き
な
い
。
議
事
等
の
内
容
的

に
も
、
現
行
ど
お
り
土
曜
午
後
の
開
催

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
床
枝
会
計
幹
事
の
発
言
は
補
足
意
見

と
し
て
扱
い
、
執
行
部
答
弁
は
な
し
。
）
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第
67
回
都
労
連
定
期
大
会
が
、
６
月
21

日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
田
町
交
通

ビ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
支
部
か
ら
２

名
の
代
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
、
運
動
方
針
、
予
算
、
大

会
宣
言
に
つ
い
て
決
定
し
、
新
た
な
役
員

が
下
段
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
①
人
事
任
用
制
度
、
②
高
齢
期

雇
用
制
度
、
③
退
職
手
当
、
な
ど
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
か
つ
て
な
い
大
き
な

闘
い
の
年
に
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
６

単
組
が
団
結
し
、
全
力
で
闘
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

都
労
連
定
期
大
会

都
労
連
新
役
員

執
行
委
員
長

武
藤

弘
道
（
全
水
道
東
水
労
）

副
執
行
委
員
長

和
田

隆
宏
（
都
庁
職
）

岸
田

久
惠
（
都
教
組
）

小
俣

要
（
都
高
教
）

書
記
長

西
川

晋
司
（
東

交
）

書
記
次
長

掛
川

伸
一
（
都
庁
職
）
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